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う
に
努
め
な
が
ら
、
ま
た
諸
先
輩
方
の
ご
指

導
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
都
病
協
に
お
役
に
立

て
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

──はじめに、委員会の活動内容についてお願
いします。
進藤　超高齢社会に突入するなかでは、慢性期
医療の領域がより重要になると言われる一方
で、現在の日本の医療制度は基本的に急性期医
療を中心に設計されているため、制度全体を俯
瞰すると、今後、増加する高齢者にとって本当
に必要な慢性期医療の体制を考えていくうえで
は、まだまだ課題が山積していると言えます。
　そうした超高齢社会における慢性期医療のあ
り方を検討することが、慢性期医療委員会の活
動の一つと言えます。
──検討のなかで抽出された問題点について、
協会外への発信・要望提出などにも取り組まれ
ているのでしょうか。
進藤　たとえば、直近では昨年の６月に猪口正
孝会長や安藤高夫副会長、自見はなこ参議院議
員とともに厚生労働省へ訪問し、「医療機関に
勤務する看護補助者（介護職）の『処遇改善』
に関する要望書」を、厚生労働大臣へ提出させ
ていただきました。

   定期コラム

委員会・部会活動報告
第2回：慢性期医療委員会

　介護施設で働く介護職と、病院で働く看護補
助者（介護職）は、ほぼ同じ業務内容にもかか
わらず、前者には介護報酬の「処遇改善加算」
が適用されるため賃金差が生じること、また、
法人内に両方を併設する場合、職員間の賃金差
是正のための看護補助者への手当が病院の ‶持
ち出し" になっている実態を受け、診療報酬上
でも同等の処遇改善の対応を求めたものです。
　また、コロナ禍での患者急増により、慢性期
病院においてもポストコロナ患者の受け入れ等
の負担が増大した際には、「慢性期回復期病院
や介護医療院等の介護施設において行う新型コ
ロナウイルス感染症対策及び後方支援への補助
について」などの要望も提出させていただきま
した。
──最近の委員会では、どのような課題が俎上
に挙げられていますか。
進藤　これは、慢性期病院だけのはなしではあ
りませんが、やはり水道光熱費の高騰の問題で
すね。特に、電気代は非常に響いてきます。幸い、
私が経営する大久野病院では、以前から電気代

対策を講じていたので急激な上昇はしていませ
んが、これが対策なしであったら倍近くまで跳
ね上がっていた可能性は大いにあります。
　現在、2024年度診療報酬改定の議論が中央
社会保険医療協議会で行われていますが、ぜひ
こうした部分の支援についてもご検討いただき
たいところです。
──最後に、今後の抱負をお願いします。
進藤　高齢者を支える医療制度のあり方を考え
ることが、当委員会の目的の一つでありますが、
私たちもあと10～ 20年もすれば、その制度の
お世話になる側となっています。そうなった際
に、使いやすい良い医療制度になっているほう
が、もちろん良いでしょう。慢性期医療におけ
る課題解決は、今の高齢者を支えるだけではな
く、いずれ高齢者になっていく自分たちを将来
支えてもらううえでも重要であることを、会員
の皆様にもご理解いただければと思います。
──ありがとうございました。

第18回東京都病院学会

開催ま
で あと154日!

■主　題：自己犠牲に頼らないチームと
　　　　システムで築く献身的医療
　　　　   ―働き方改革を見据えて―
■学会長：宮崎国久（東京北医療センター 管理者）
■日　時：2024年２月25日（日）午前９時～午後５時
　　　　　   （午前8時30分会場）
■会　場：アルカディア市ヶ谷（JR市ヶ谷駅徒歩２分）

　

こ
の
た
び
、
２
０
２
３
年
度
東
京
都
病
院

協
会
の
理
事
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
社
会
医
療
法
人
社
団
光
仁
会 

第
一
病

院
の
野
村
誠
と
申
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
院
は
、
常
磐
線
の
金
町
駅
か
ら
徒
歩
約

８
分
の
場
所
（
葛
飾
区
東
金
町
）
に
位
置
し
、

一
般
病
床
89
床
、地
域
包
括
ケ
ア
病
床
12
床
、

療
養
病
床
35
床
、
合
計
１
３
６
床
の
ケ
ア
ミ

ッ
ク
ス
型
病
院
で
す
。
１
９
４
７
年
に
現
理

事
長
・
野
村
明
子
の
父
で
あ
り
、
私
の
祖
父

で
あ
る
野
村
益
朗
が
第
一
医
院
を
開
設
し
、

そ
の
後
62
年
に
は
そ
の
隣
の
地
に
第
一
病
院

を
開
設
し
ま
し
た
。
81
年
に
は
医
療
法
人
化

し
、
２
０
１
４
年
に
は
母
の
野
村
明
子
が
社

会
医
療
法
人
へ
と
移
行
し
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
愛

着
の
あ
る
第
一
病
院
も
、
遂
に
昨
年
還
暦
を

迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
地
域
の
住
人
の
皆

様
と
一
緒
に
年
を
重
ね
、
当
初
は
急
性
期
+

産
科
医
療
ま
で
を
担
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

時
代
の
変
革
と
と
も
に
現
在
は
老
年
期
医
療

が
ほ
ぼ
メ
イ
ン
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今

後
も
社
会
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
地
域
医
療

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
病
院
で
あ
り
続
け
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（Volatility

：
変

動
性
、Uncertainty

：
不
確
実
性
、

Com
plexity

：
複
雑
性
、Am

biguity

：

曖
昧
性
）と
言
わ
れ
る
こ
の
時
代
に
お
い
て
、

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
少
子
化
お
よ

び
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
10

年
後
、
20
年
後
に
は
こ
の
東
京
に
お
い
て
も

地
域
に
よ
っ
て
は
大
き
く
状
況
が
変
わ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
危
機
管
理
も
意
識
し
つ
つ
、

地
域
住
民
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
地
域
と

連
携
し
継
続
的
に
提
供
し
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

都
病
協
で
は
急
性
期
医
療
委
員
会
、
回
復

期
医
療
委
員
会
、
医
療
保
険
・
経
営
管
理
委

員
会
、
渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会
に

所
属
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
こ
れ
ま
で
臨
床
し
か
経
験
し
て
お

ら
ず
全
て
が
初
め
て
の
こ
と
で
す
が
、
先
生

方
の
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に
、
地
域
医

療
の
た
め
に
精
一
杯
研
さ
ん
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。

　

若
輩
者
で
す
が
、
ど
う
か
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

光定　誠

野村　誠

進藤　晃
委員長

理
事
就
任
に
あ
た
っ
て

新
任
の
ご
挨
拶

公
益
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会 

練
馬
光
が
丘
病
院
　
管
理
者

光
定　
誠

理
事
就
任
に
あ
た
っ
て

新
任
の
ご
挨
拶社

会
医
療
法
人
社
団
光
仁
会 

第
一
病
院
　
副
理
事
長

野
村　
誠

ン
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

都
病
協
に
お
き
ま
し
て
は
急
性
期
医
療
委

員
会
の
委
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。大
変
力
不
足
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
少
し
で
も
活
か
せ
る
よ

　

こ
の
た
び
東
京
都
病
院
協
会
理
事
に
ご
選

任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
公
益
社
団
法
人
地

域
医
療
振
興
協
会 

練
馬
光
が
丘
病
院
管
理

者
の
、
光
定
誠
と
申
し
ま
す
。
当
院
は
２
０

１
２
年
の
4
月
に
日
本
大
学
医
学
部
付
属
光

が
丘
病
院
か
ら
地
域
医
療
振
興
協
会
に
３
４

２
床
の
急
性
期
病
院
と
し
て
運
営
移
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
び
近
隣
の
中
学
校
跡
地
を

練
馬
区
か
ら
お
借
り
し
て
の
新
病
院
が
完
成

し
ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
第
７
波
と
第
８
波
の
谷
間
の
昨

年
10
月
に
、
移
転
い
た
し
ま
し
た
。

　

病
院
移
転
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
初
め
て

の
経
験
で
し
て
、
21
年
に
移
転
さ
れ
た
日
本

医
科
大
学
武
蔵
小
杉
病
院
の
谷
合
信
彦
先
生

を
お
尋
ね
し
て
、
詳
細
な
ご
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
２
度
の
予
行
演
習
を
災
害

拠
点
病
院
の
病
院
避
難
訓
練
も
兼
ね
て
行
な

い
、
そ
の
後
エ
ク
モ
や
呼
吸
器
付
き
も
含
む

93
人
の
患
者
さ
ん
を
無
事
移
転
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

練
馬
区
は
人
口
約
73
万
人
で
ま
だ
少
し
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
人
口
当
た
り
の
病

床
数
が
23
区
内
で
最
少
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
て
４
５
７
床
に
増
床
、
う
ち
４
０
５
床

が
急
性
期
、
52
床
が
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
で
す
。
ま
た
新
病
院
移
転
に
あ

わ
せ
て
血
液
内
科
・
脊
椎
外
科
・
形
成
外
科
・

歯
科
口
腔
外
科
・
放
射
線
治
療
部
門
な
ど
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

練
馬
区
と
の
協
定
で
は
重
点
医
療
と
し
て

救
急
医
療
・
周
産
期
医
療
・
小
児
医
療
・
災

害
時
医
療
を
か
か
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

区
民
の
高
齢
化
の
進
行
や
疾
病
状
況
の
変
化

に
応
じ
て
、
新
病
院
で
は
循
環
器
医
療
と
が

ん
診
療
に
も
注
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
2
次
救
急
指
定
で
す
が
、
東
京
都
Ｃ

Ｃ
Ｕ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
病
院
・
大
動
脈
ス

ー
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
幹
病
院
と
し
て
循

環
器
科
・
心
臓
血
管
外
科
は
3
次
対
応
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
区
内
に
2
か
所
の
東
京
都
災
害
拠
点

病
院
の
１
つ
と
し
て
新
病
院
で
は
イ
ン
フ
ラ

や
建
物
の
災
害
対
策
も
充
実
し
、
ま
た
新
興

感
染
症
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
と
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
医
療

連
携
機
能
や
地
域
医
療
支
援
を
強
化
す
る
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
も
と
よ
り
地
域
医

療
振
興
協
会
の
病
院
と
し
て
全
国
の
医
師
不

足
地
域
な
ど
の
支
援
や
将
来
へ
き
地
等
で
働

け
る
総
合
医
の
育
成
、
と
い
っ
た
ミ
ッ
シ
ョ

　
次
期
診
療
報
酬
改
定
は

物
価
高
騰
の
影
響
も
踏
ま
え
て

　

ま
ず
、
今
回
の
方
針
で
は
、
来
年
に
予
定

し
て
い
る
次
期
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
・
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
同
時
改
定
に
つ
い

て
、
昨
今
の
物
価
高
騰
・
賃
金
上
昇
の
ほ
か
、

経
営
状
況
、
人
材
確
保
の
必
要
性
、
患
者
・

利
用
者
負
担
・
保
険
料
負
担
へ
の
影
響
な
ど

を
踏
ま
え
、
患
者
・
利
用
者
が
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
必
要
な
対
応

を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
そ
の
際
は
方
針
内
の
「
令
和
６
年

度
予
算
編
成
に
向
け
た
考
え
方
」
を
踏
ま
え

つ
つ
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築

に
向
け
て
、
当
面
直
面
す
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
の
医

療
・
介
護
・
障
害
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
等
の
課

題
と
と
も
に
、
以
上
に
掲
げ
た
医
療
・
介
護

分
野
の
課
題
に
つ
い
て
効
果
的
・
効
率
的
に

対
応
す
る
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
と
述
べ
て

い
る
。「
令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た

考
え
方
」
の
詳
細
は
、
表
の
と
お
り
だ
。

　

②
に
あ
る
よ
う
に
、
社
会
保
障
関
係
費
に

つ
い
て
は
基
盤
強
化
期
間
に
お
け
る
方
針
、

経
済
・
物
価
動
向
等
を
踏
ま
え
、
昨
年
お
よ

び
一
昨
年
の
骨
太
の
方
針
で
示
さ
れ
て
い
る

方
針
を
継
続
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
は
、
都
道
府
県
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

地
域
差
が
あ
る
医
療
へ
の
対
応
な
ど
の
医
療

費
適
正
化
に
取
り
組
み
、
引
き
続
き
都
道
府

県
の
責
務
の
明
確
化
等
に
関
し
て
、
必
要
な

法
制
上
の
措
置
を
含
め
て
、
地
域
医
療
構
想

を
推
進
す
る
よ
う
に
強
調
。
そ
の
う
え
で
、

次
の
よ
う
な
施
策
を
と
も
に
進
め
る
と
し
て

い
る
。

▽
都
道
府
県
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、▽
か
か

り
つ
け
医
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
制
度
整
備
の

実
効
性
を
伴
う
着
実
な
推
進
、▽
地
域
医
療

連
携
推
進
法
人
制
度
の
有
効
活
用
、▽
地
域

で
安
全
に
分
娩
で
き
る
周
産
期
医
療
の
確

保
、▽
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
推
進
、▽
救
急
医
療

体
制
の
確
保
、▽
訪
問
看
護
の
推
進
、▽
医
療

法
人
等
の
経
営
情
報
に
関
す
る
全
国
的
な
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
図
る

　

さ
ら
に
、
医
師
の
働
き
方
改
革
の
観
点
か

ら
は
、「
医
師
が
不
足
す
る
地
域
へ
の
大
学

病
院
か
ら
の
医
師
の
派
遣
の
継
続
を
推
進
す

る
」
と
い
う
旨
も
明
記
し
て
お
り
、
国
と
し

て
も
、
大
学
病
院
か
ら
の
医
師
の
引
き
上
げ

に
よ
る
地
域
医
療
へ
の
影
響
を
鑑
み
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。

　
医
療
Ｄ
Ｘ
は
工
程
表
に
基
づ
き

政
府
を
挙
げ
て
確
実
に
実
現

　

医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
は
、
昨
年
９
月
に
政

府
が
発
足
さ
せ
た
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
」

が
策
定
し
た
２
０
３
０
年
に
向
け
た
工
程
表

に
基
づ
い
て
、
必
要
な
支
援
を
行
い
つ
つ
政

府
を
挙
げ
て
確
実
に
実
現
す
る
と
強
調
。

　

工
程
表
で
示
さ
れ
て
い
る
主
な
医
療
Ｄ
Ｘ

施
策
と
し
て
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
の
一
体
化
の
加
速
等
」「
全

国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
」

「
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化
等
」「
診
療
報

酬
改
定
Ｄ
Ｘ
」「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
実
施
主
体
」│

│
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
で
は
、「
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
」
の
実
施

に
合
わ
せ
て
、
診
療
報
酬
改
定
の
施
行
時
期

を
次
回
改
定
か
ら
従
来
の
４
月
か
ら
６
月
へ

後
ろ
倒
し
に
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い

る
（
薬
価
改
定
に
つ
い
て
は
従
前
と
同
様
の

時
期
で
の
施
行
予
定
）。

　

ま
た
、
先
述
し
た
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
体
制
に
関
す
る
施
策
で
は
、「
医
療

法
人
等
の
経
営
情
報
に
関
す
る
全
国
的
な
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」
も
挙
が
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
骨
太
の
方
針
21
に
お
い
て
「
医

療
法
人
の
事
業
報
告
書
等
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

で
届
出
・
公
表
す
る
全
国
的
な
電
子
開
示
シ

ス
テ
ム
」
の
構
築
が
初
め
て
表
明
さ
れ
、
次

い
で
骨
太
の
方
針
22
で
も
、「
医
療
法
人
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
経
営
状
況
に
関
す

る
全
国
的
な
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
等
」
の
整

備
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
今
回
の
「
医
療

法
人
等
の
経
営
情
報
に
関
す
る
全
国
的
な
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」
も
、
そ
の
流
れ
で
盛

り
込
ま
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
年
８
月
１
日
か
ら

は
医
療
法
人
に
関
す
る
情
報
の
調
査
及
び
分

析
等
を
行
う
、新
た
な
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。

　

７
月
31
日
付
の
事
務
連
絡
に
よ
る
と
、
同

制
度
は
超
高
齢
社
会
や
医
療
費
増
加
、
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
、
医
療
資
源
の
地
域
格
差

な
ど
の
課
題
解
決
、
新
興
感
染
症
等
の
有
事

に
必
要
な
医
療
体
制
の
確
保
の
た
め
、
医
療

機
関
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
と
実
態
を
表
す

情
報
の
収
集
・
分
析
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
原
則
と
し
て
、
全
医
療
法
人
が
毎

会
計
年
度
終
了
後
に
、
当
該
医
療
法
人
が
開

設
す
る
病
院
ま
た
は
診
療
所
ご
と
の
収
益
お

よ
び
費
用
等
の
情
報（
以
下
、経
営
情
報
）を
、

そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県

知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
医
療
法
人
が
当
該
報
告
を
行
う

会
計
年
度
の
法
人
税
申
告
に
お
い
て
、
い
わ

ゆ
る
四
段
階
税
制
を
適
用
し
て
い
る
場
合

は
、
対
象
外
と
な
る
と
い
う
。

　
少
子
化
・
こ
ど
も
政
策
の
抜
本
強
化

加
速
化
プ
ラ
ン
の
推
進

　

さ
ら
に
、
第
２
章
の
３
「
少
子
化
対
策
・

こ
ど
も
政
策
の
抜
本
強
化
」
で
は
、
30
年
代

が
日
本
に
お
け
る
急
激
な
少
子
化
の
状
況
を

反
転
さ
せ
ら
れ
る
重
要
な
分
水
嶺
と
な
る
と

指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
に

政
府
と
し
て
全
力
で
取
り
組
む
と
し
て
い

る
。
そ
の
主
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
同
方
針

と
同
時
期
に
公
表
さ
れ
た
「
こ
ど
も
未
来
戦

略
方
針
」
な
ど
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援

加
速
化
プ
ラ
ン
」
の
推
進
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
後
３
年
間
の
集
中
取

組
機
関
に
で
き
る
だ
け
前
倒
し
で
実
施
す
る

と
定
め
た
具
体
的
政
策
だ
。
主
に
、「
若
い

世
代
の
所
得
を
増
や
す
」「
社
会
全
体
の
構

造
や
意
識
を
変
え
る
」「
全
て
の
こ
ど
も
・

子
育
て
世
帯
を
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て

切
れ
目
な
く
支
援
す
る
」
と
い
う
３
つ
の
理

念
の
も
と
、
児
童
手
当
の
拡
充
や
育
休
取
得

率
目
標
の
大
幅
な
引
き
上
げ
、
そ
れ
に
伴
う

助
成
措
置
の
拡
充
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
の
創
設
な
ど
の
政
策
を
示
し
て
い
る
。

　

な
お
、
少
子
化
・
こ
ど
も
政
策
の
追
加
財

源
に
は
年
間
約
３
・
５
兆
円
が
必
要
と
の
言

及
が
あ
っ
た
。
国
民
に
実
質
的
な
追
加
負
担

を
求
め
る
こ
と
な
く
、
当
初
は
社
会
保
障
費

等
の
歳
出
改
革
に
よ
っ
て
捻
出
す
る
と
い
っ

た
方
向
性
も
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
最
終
的

に
同
方
針
に
お
い
て
は
明
確
な
捻
出
元
や
額

の
明
記
は
さ
れ
ず
、
こ
れ
も
現
在
政
府
で
の

議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

「骨太の方針2023」の
詳細はこちらから
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う
に
努
め
な
が
ら
、
ま
た
諸
先
輩
方
の
ご
指

導
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
都
病
協
に
お
役
に
立

て
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
２
０
２
３
年
度
東
京
都
病
院

協
会
の
理
事
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
社
会
医
療
法
人
社
団
光
仁
会 

第
一
病

院
の
野
村
誠
と
申
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
院
は
、
常
磐
線
の
金
町
駅
か
ら
徒
歩
約

８
分
の
場
所
（
葛
飾
区
東
金
町
）
に
位
置
し
、

一
般
病
床
89
床
、地
域
包
括
ケ
ア
病
床
12
床
、

療
養
病
床
35
床
、
合
計
１
３
６
床
の
ケ
ア
ミ

ッ
ク
ス
型
病
院
で
す
。
１
９
４
７
年
に
現
理

事
長
・
野
村
明
子
の
父
で
あ
り
、
私
の
祖
父

で
あ
る
野
村
益
朗
が
第
一
医
院
を
開
設
し
、

そ
の
後
62
年
に
は
そ
の
隣
の
地
に
第
一
病
院

を
開
設
し
ま
し
た
。
81
年
に
は
医
療
法
人
化

し
、
２
０
１
４
年
に
は
母
の
野
村
明
子
が
社

会
医
療
法
人
へ
と
移
行
し
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
愛

着
の
あ
る
第
一
病
院
も
、
遂
に
昨
年
還
暦
を

迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
地
域
の
住
人
の
皆

様
と
一
緒
に
年
を
重
ね
、
当
初
は
急
性
期
+

産
科
医
療
ま
で
を
担
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

時
代
の
変
革
と
と
も
に
現
在
は
老
年
期
医
療

が
ほ
ぼ
メ
イ
ン
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今

後
も
社
会
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
地
域
医
療

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
病
院
で
あ
り
続
け
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（Volatility

：
変

動
性
、Uncertainty

：
不
確
実
性
、

Com
plexity

：
複
雑
性
、Am

biguity

：

曖
昧
性
）と
言
わ
れ
る
こ
の
時
代
に
お
い
て
、

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
少
子
化
お
よ

び
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
10

年
後
、
20
年
後
に
は
こ
の
東
京
に
お
い
て
も

地
域
に
よ
っ
て
は
大
き
く
状
況
が
変
わ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
危
機
管
理
も
意
識
し
つ
つ
、

地
域
住
民
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
地
域
と

連
携
し
継
続
的
に
提
供
し
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

都
病
協
で
は
急
性
期
医
療
委
員
会
、
回
復

期
医
療
委
員
会
、
医
療
保
険
・
経
営
管
理
委

員
会
、
渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会
に

所
属
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
こ
れ
ま
で
臨
床
し
か
経
験
し
て
お

ら
ず
全
て
が
初
め
て
の
こ
と
で
す
が
、
先
生

方
の
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に
、
地
域
医

療
の
た
め
に
精
一
杯
研
さ
ん
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。

　

若
輩
者
で
す
が
、
ど
う
か
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

藤原　伸裕

監
事
就
任
に
あ
た
っ
て

新
任
の
ご
挨
拶藤

原
公
認
会
計
士
事
務
所
　
公
認
会
計
士
・
税
理
士

藤
原　
伸
裕

骨
太
の
方
針
２
０
２
３

〜
医
療
・
介
護
分
野
の
視
点
か
ら
〜

ト
ピ
ッ
ク
ス

令
和
６
年
度
東
京
都
予
算
に

対
す
る
要
望
事
項

報告

ン
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

都
病
協
に
お
き
ま
し
て
は
急
性
期
医
療
委

員
会
の
委
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。大
変
力
不
足
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
少
し
で
も
活
か
せ
る
よ

数
件
の
医
療
機
関
の
会
計
監
査
に
従
事
し
て

お
り
ま
す
。
会
計
監
査
と
い
う
業
務
の
性
質

上
、
医
療
機
関
の
経
理
部
の
方
と
会
計
処
理

に
つ
い
て
お
話
し
す
る
時
間
が
圧
倒
的
に
多

い
の
で
す
が
、
あ
る
医
療
機
関
で
は
理
事
長

と
お
話
し
す
る
機
会
を
い
だ
だ
く
こ
と
が
あ

り
、
医
療
機
関
の
経
営
者
の
方
の
生
の
声
を

聞
く
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
税
理
士
と
し
て
は
税
理
士
で
構
成

さ
れ
て
い
る
組
織
で
あ
る
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
に

所
属
し
て
お
り
、Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
内
に
あ
る

医
業
・
会
計
シ
ス
テ
ム
研
究
会
に
所
属
し
て

お
り
ま
す
。
医
業
・
会
計
シ
ス
テ
ム
研
究
会

で
は
税
理
士
向
け
に
医
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
研
修
を
行
っ
て
お
り
、
研
修
受
講
に
よ

り
医
療
業
界
の
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、月
１
回
、同
研
究
会
か
ら
会
報
「
Ｔ

Ｋ
Ｃ
医
業
経
営
情
報
」が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

医
療
業
界
の
ト
ピ
ッ
ク
、
医
療
業
界
に
関
連

す
る
会
計
、
法
務
な
ど
に
関
す
る
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
会
報
か
ら
も
医
療

業
界
の
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
。

　

前
任
の
戎
井
会
計
士
か
ら
監
事
の
話
を
い

　

こ
の
た
び
、
東
京
都
病
院
協
会
の
監
事
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
藤
原
伸
裕
と

申
し
ま
す
。東
京
都
三
鷹
市
で
公
認
会
計
士
・

税
理
士
と
し
て
会
計
事
務
所
を
開
業
し
て
お

り
ま
す
。
都
病
協
は
医
師
の
先
生
方
で
構
成

さ
れ
て
い
る
組
織
で
あ
り
、
私
１
人
の
経
歴

が
異
な
る
た
め
、
理
事
会
に
出
席
す
る
際
は

少
し
場
違
い
な
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
公
認
会
計
士
・
税
理
士
と
し
て

は
医
療
業
界
と
以
下
の
よ
う
な
接
点
を
持
っ

て
い
ま
す
の
で
、
公
認
会
計
士
・
税
理
士
の

中
で
は
先
生
方
に
少
し
近
い
存
在
に
あ
る
と

も
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
公
認
会
計
士
と
し
て
は
前
任
の
監

事
で
あ
る
戎
井
重
樹
会
計
士
の
も
と
、
年
に

　

今
年
６
月
16
日
に
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
３（
骨
太
の
方

針
２
０
２
３
）」が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。今
回
の
方
針
で
は
、現
在
、中
央
社
会
保
険
医

療
協
議
会
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
報
酬
の
同
時
改
定
に
関
す
る
言
及
を
は
じ
め
、医
療
・
介
護
分
野
に
お
け
る
政

策
の
方
向
性
も
示
さ
れ
て
い
る
。23
年
も
後
半
に
差
し
か
か
っ
た
今
、そ
の
内
容
を
改

め
て
振
り
返
る
。

　

こ
の
た
び
東
京
都
病
院
協
会
理
事
に
ご
選

任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
公
益
社
団
法
人
地

域
医
療
振
興
協
会 

練
馬
光
が
丘
病
院
管
理

者
の
、
光
定
誠
と
申
し
ま
す
。
当
院
は
２
０

１
２
年
の
4
月
に
日
本
大
学
医
学
部
付
属
光

が
丘
病
院
か
ら
地
域
医
療
振
興
協
会
に
３
４

２
床
の
急
性
期
病
院
と
し
て
運
営
移
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
び
近
隣
の
中
学
校
跡
地
を

練
馬
区
か
ら
お
借
り
し
て
の
新
病
院
が
完
成

し
ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
第
７
波
と
第
８
波
の
谷
間
の
昨

年
10
月
に
、
移
転
い
た
し
ま
し
た
。

　

病
院
移
転
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
初
め
て

の
経
験
で
し
て
、
21
年
に
移
転
さ
れ
た
日
本

医
科
大
学
武
蔵
小
杉
病
院
の
谷
合
信
彦
先
生

を
お
尋
ね
し
て
、
詳
細
な
ご
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
２
度
の
予
行
演
習
を
災
害

拠
点
病
院
の
病
院
避
難
訓
練
も
兼
ね
て
行
な

い
、
そ
の
後
エ
ク
モ
や
呼
吸
器
付
き
も
含
む

93
人
の
患
者
さ
ん
を
無
事
移
転
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

練
馬
区
は
人
口
約
73
万
人
で
ま
だ
少
し
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
人
口
当
た
り
の
病

床
数
が
23
区
内
で
最
少
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
て
４
５
７
床
に
増
床
、
う
ち
４
０
５
床

が
急
性
期
、
52
床
が
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
で
す
。
ま
た
新
病
院
移
転
に
あ

わ
せ
て
血
液
内
科
・
脊
椎
外
科
・
形
成
外
科
・

歯
科
口
腔
外
科
・
放
射
線
治
療
部
門
な
ど
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

練
馬
区
と
の
協
定
で
は
重
点
医
療
と
し
て

救
急
医
療
・
周
産
期
医
療
・
小
児
医
療
・
災

害
時
医
療
を
か
か
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

区
民
の
高
齢
化
の
進
行
や
疾
病
状
況
の
変
化

に
応
じ
て
、
新
病
院
で
は
循
環
器
医
療
と
が

ん
診
療
に
も
注
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
2
次
救
急
指
定
で
す
が
、
東
京
都
Ｃ

Ｃ
Ｕ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
病
院
・
大
動
脈
ス

ー
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
幹
病
院
と
し
て
循

環
器
科
・
心
臓
血
管
外
科
は
3
次
対
応
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
区
内
に
2
か
所
の
東
京
都
災
害
拠
点

病
院
の
１
つ
と
し
て
新
病
院
で
は
イ
ン
フ
ラ

や
建
物
の
災
害
対
策
も
充
実
し
、
ま
た
新
興

感
染
症
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
と
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
医
療

連
携
機
能
や
地
域
医
療
支
援
を
強
化
す
る
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
も
と
よ
り
地
域
医

療
振
興
協
会
の
病
院
と
し
て
全
国
の
医
師
不

足
地
域
な
ど
の
支
援
や
将
来
へ
き
地
等
で
働

け
る
総
合
医
の
育
成
、
と
い
っ
た
ミ
ッ
シ
ョ

　
次
期
診
療
報
酬
改
定
は

物
価
高
騰
の
影
響
も
踏
ま
え
て

　

ま
ず
、
今
回
の
方
針
で
は
、
来
年
に
予
定

し
て
い
る
次
期
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
・
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
同
時
改
定
に
つ
い

て
、
昨
今
の
物
価
高
騰
・
賃
金
上
昇
の
ほ
か
、

経
営
状
況
、
人
材
確
保
の
必
要
性
、
患
者
・

利
用
者
負
担
・
保
険
料
負
担
へ
の
影
響
な
ど

を
踏
ま
え
、
患
者
・
利
用
者
が
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
必
要
な
対
応

を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
そ
の
際
は
方
針
内
の
「
令
和
６
年

度
予
算
編
成
に
向
け
た
考
え
方
」
を
踏
ま
え

つ
つ
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築

に
向
け
て
、
当
面
直
面
す
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
の
医

療
・
介
護
・
障
害
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
等
の
課

題
と
と
も
に
、
以
上
に
掲
げ
た
医
療
・
介
護

分
野
の
課
題
に
つ
い
て
効
果
的
・
効
率
的
に

対
応
す
る
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
と
述
べ
て

い
る
。「
令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た

考
え
方
」
の
詳
細
は
、
表
の
と
お
り
だ
。

　

②
に
あ
る
よ
う
に
、
社
会
保
障
関
係
費
に

つ
い
て
は
基
盤
強
化
期
間
に
お
け
る
方
針
、

経
済
・
物
価
動
向
等
を
踏
ま
え
、
昨
年
お
よ

び
一
昨
年
の
骨
太
の
方
針
で
示
さ
れ
て
い
る

方
針
を
継
続
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
は
、
都
道
府
県
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

地
域
差
が
あ
る
医
療
へ
の
対
応
な
ど
の
医
療

費
適
正
化
に
取
り
組
み
、
引
き
続
き
都
道
府

県
の
責
務
の
明
確
化
等
に
関
し
て
、
必
要
な

法
制
上
の
措
置
を
含
め
て
、
地
域
医
療
構
想

を
推
進
す
る
よ
う
に
強
調
。
そ
の
う
え
で
、

次
の
よ
う
な
施
策
を
と
も
に
進
め
る
と
し
て

い
る
。

▽
都
道
府
県
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、▽
か
か

り
つ
け
医
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
制
度
整
備
の

実
効
性
を
伴
う
着
実
な
推
進
、▽
地
域
医
療

連
携
推
進
法
人
制
度
の
有
効
活
用
、▽
地
域

で
安
全
に
分
娩
で
き
る
周
産
期
医
療
の
確

保
、▽
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
推
進
、▽
救
急
医
療

体
制
の
確
保
、▽
訪
問
看
護
の
推
進
、▽
医
療

法
人
等
の
経
営
情
報
に
関
す
る
全
国
的
な
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
図
る

　

さ
ら
に
、
医
師
の
働
き
方
改
革
の
観
点
か

ら
は
、「
医
師
が
不
足
す
る
地
域
へ
の
大
学

病
院
か
ら
の
医
師
の
派
遣
の
継
続
を
推
進
す

る
」
と
い
う
旨
も
明
記
し
て
お
り
、
国
と
し

て
も
、
大
学
病
院
か
ら
の
医
師
の
引
き
上
げ

に
よ
る
地
域
医
療
へ
の
影
響
を
鑑
み
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。

　
医
療
Ｄ
Ｘ
は
工
程
表
に
基
づ
き

政
府
を
挙
げ
て
確
実
に
実
現

　

医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
は
、
昨
年
９
月
に
政

府
が
発
足
さ
せ
た
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
」

が
策
定
し
た
２
０
３
０
年
に
向
け
た
工
程
表

に
基
づ
い
て
、
必
要
な
支
援
を
行
い
つ
つ
政

府
を
挙
げ
て
確
実
に
実
現
す
る
と
強
調
。

　

工
程
表
で
示
さ
れ
て
い
る
主
な
医
療
Ｄ
Ｘ

施
策
と
し
て
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
の
一
体
化
の
加
速
等
」「
全

国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
」

「
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化
等
」「
診
療
報

酬
改
定
Ｄ
Ｘ
」「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
実
施
主
体
」│

│
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
で
は
、「
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
」
の
実
施

に
合
わ
せ
て
、
診
療
報
酬
改
定
の
施
行
時
期

を
次
回
改
定
か
ら
従
来
の
４
月
か
ら
６
月
へ

後
ろ
倒
し
に
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い

る
（
薬
価
改
定
に
つ
い
て
は
従
前
と
同
様
の

時
期
で
の
施
行
予
定
）。

　

ま
た
、
先
述
し
た
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
体
制
に
関
す
る
施
策
で
は
、「
医
療

法
人
等
の
経
営
情
報
に
関
す
る
全
国
的
な
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」
も
挙
が
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
骨
太
の
方
針
21
に
お
い
て
「
医

療
法
人
の
事
業
報
告
書
等
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

で
届
出
・
公
表
す
る
全
国
的
な
電
子
開
示
シ

ス
テ
ム
」
の
構
築
が
初
め
て
表
明
さ
れ
、
次

い
で
骨
太
の
方
針
22
で
も
、「
医
療
法
人
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
経
営
状
況
に
関
す

る
全
国
的
な
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
等
」
の
整

備
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
今
回
の
「
医
療

法
人
等
の
経
営
情
報
に
関
す
る
全
国
的
な
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」
も
、
そ
の
流
れ
で
盛

り
込
ま
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
年
８
月
１
日
か
ら

は
医
療
法
人
に
関
す
る
情
報
の
調
査
及
び
分

析
等
を
行
う
、新
た
な
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。

　

７
月
31
日
付
の
事
務
連
絡
に
よ
る
と
、
同

制
度
は
超
高
齢
社
会
や
医
療
費
増
加
、
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
、
医
療
資
源
の
地
域
格
差

な
ど
の
課
題
解
決
、
新
興
感
染
症
等
の
有
事

に
必
要
な
医
療
体
制
の
確
保
の
た
め
、
医
療

機
関
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
と
実
態
を
表
す

情
報
の
収
集
・
分
析
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
原
則
と
し
て
、
全
医
療
法
人
が
毎

会
計
年
度
終
了
後
に
、
当
該
医
療
法
人
が
開

設
す
る
病
院
ま
た
は
診
療
所
ご
と
の
収
益
お

よ
び
費
用
等
の
情
報（
以
下
、経
営
情
報
）を
、

そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県

知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
医
療
法
人
が
当
該
報
告
を
行
う

会
計
年
度
の
法
人
税
申
告
に
お
い
て
、
い
わ

ゆ
る
四
段
階
税
制
を
適
用
し
て
い
る
場
合

は
、
対
象
外
と
な
る
と
い
う
。

　
少
子
化
・
こ
ど
も
政
策
の
抜
本
強
化

加
速
化
プ
ラ
ン
の
推
進

　

さ
ら
に
、
第
２
章
の
３
「
少
子
化
対
策
・

こ
ど
も
政
策
の
抜
本
強
化
」
で
は
、
30
年
代

が
日
本
に
お
け
る
急
激
な
少
子
化
の
状
況
を

反
転
さ
せ
ら
れ
る
重
要
な
分
水
嶺
と
な
る
と

指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
に

政
府
と
し
て
全
力
で
取
り
組
む
と
し
て
い

る
。
そ
の
主
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
同
方
針

と
同
時
期
に
公
表
さ
れ
た
「
こ
ど
も
未
来
戦

略
方
針
」
な
ど
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援

加
速
化
プ
ラ
ン
」
の
推
進
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
後
３
年
間
の
集
中
取

組
機
関
に
で
き
る
だ
け
前
倒
し
で
実
施
す
る

と
定
め
た
具
体
的
政
策
だ
。
主
に
、「
若
い

世
代
の
所
得
を
増
や
す
」「
社
会
全
体
の
構

造
や
意
識
を
変
え
る
」「
全
て
の
こ
ど
も
・

子
育
て
世
帯
を
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て

切
れ
目
な
く
支
援
す
る
」
と
い
う
３
つ
の
理

念
の
も
と
、
児
童
手
当
の
拡
充
や
育
休
取
得

率
目
標
の
大
幅
な
引
き
上
げ
、
そ
れ
に
伴
う

助
成
措
置
の
拡
充
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
の
創
設
な
ど
の
政
策
を
示
し
て
い
る
。

　

な
お
、
少
子
化
・
こ
ど
も
政
策
の
追
加
財

源
に
は
年
間
約
３
・
５
兆
円
が
必
要
と
の
言

及
が
あ
っ
た
。
国
民
に
実
質
的
な
追
加
負
担

を
求
め
る
こ
と
な
く
、
当
初
は
社
会
保
障
費

等
の
歳
出
改
革
に
よ
っ
て
捻
出
す
る
と
い
っ

た
方
向
性
も
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
最
終
的

に
同
方
針
に
お
い
て
は
明
確
な
捻
出
元
や
額

の
明
記
は
さ
れ
ず
、
こ
れ
も
現
在
政
府
で
の

議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

表　令和6年度予算編成に向けた考え方
　　(「骨太の方針2023」第5章の2より)

　

東
京
都
医
師
会
を
通
じ
提
出
し
た
来
年

度
の
東
京
都
予
算
に
対
す
る
要
望
事
項
に

つ
い
て
、
２
０
２
３
年
８
月
31
日
に
東
京

都
議
へ
の
説
明
が
行
わ
れ
、
当
協
会
よ
り

猪
口
正
孝
会
長
、
安
藤
高
夫
副
会
長
、

大
田
健
副
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
猪
口

会
長
か
ら
は
、
特
に
以
下
３
点
を
強
く
要

望
し
ま
し
た
。

１　
光
熱
費
等
へ
の
都
独
自
の
補
助
金
創
設

　

昨
年
度
に
当
協
会
が
「
東
京
都
医
師
会

調
査
研
究
委
託
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た

調
査
（
会
報
第
３
１
６
号
に
て
既
報
）
で

は
、
都
内
病
院
で
合
計
約
３
２
７
億
円
の

負
担
増
と
の
試
算
が
出
て
い
る
。

　

国
の
補
助
金
は
経
済
産
業
省
・
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
の
「
電
気
・
ガ
ス
価
格
激
変

緩
和
対
策
事
業
」
が
23
年
９
月
使
用
分

ま
で
の
補
助
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の

補
助
金
見
込
み
が
な
い
。

　

都
内
病
院
へ
都
独
自
の
補
助
金
で
の
補

填
が
必
要
と
考
え
る
。

２　
東
京
都
入
院
基
本
料
の
創
設

　

都
内
病
院
の
経
営
安
定
化
を
図
る
べ

く
、
東
京
都
独
自
の
取
組
と
し
て
「
東
京

都
入
院
基
本
料
」
の
創
設
を
要
望
す
る
。

　

現
在
、
診
療
報
酬
は
全
国
一
律
で
あ
り
、

経
営
環
境
が
最
も
厳
し
い
都
内
病
院
の
経

営
改
善
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
都
独
自
の
取
組
が
必
要
と
考

え
る
。

３　
医
療
Ｄ
Ｘ
促
進
の
た
め
の
補
助
金

　

東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
を
連
携
し
て
い
く

こ
と
で
、
東
京
都
独
自
の
医
療
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
進
む
。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
化
促
進
の
た
め
に
、
更
な
る

補
助
金
で
の
支
援
を
要
望
す
る
。

た
だ
い
た
時
、
果
た
し
て
自
分
に
監
事
が
務

ま
る
か
疑
問
で
し
た
。
戎
井
会
計
士
は
長
年

に
わ
た
り
監
事
に
就
任
し
て
い
た
た
め
、
医

療
業
界
に
関
す
る
知
識
、
経
験
が
豊
富
で
す

が
、
私
は
と
い
う
と
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と

い
う
状
況
で
、
医
療
業
界
の
知
識
、
経
験
に

は
雲
泥
の
差
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
都
病
協
の
監
事
就
任
と
い
う
通

常
で
は
あ
ま
り
経
験
の
で
き
な
い
機
会
を
い

た
だ
い
た
の
で
、
お
引
き
受
け
し
よ
う
と
い

う
考
え
に
変
わ
り
ま
し
た
。
今
後
は
戎
井
会

計
士
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
、
理
事
の
先
生
方

に
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
な
が
ら
知

識
、
経
験
を
積
ん
で
一
日
も
早
く
都
病
協
の

監
事
と
し
て
貢
献
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
公
認
会
計
士
・
税
理
士

と
し
て
会
計
や
税
務
な
ど
を
通
じ
て
医
療
機

関
の
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
先
生
方
の
医
療
機
関
で
お

困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
声
が
け
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

2023年度東京都病院協会
幹部職員セミナー＜経営塾＞

10月27日(金)より開講(全6回)
18時00分～20時50分

セミナーの詳細は
こちらのQRコードから

東京都病院協会WEBサイト

前述の情勢認識を踏まえ、持続可能な成長の実現に向
けた経済構造の強化を進め、日本経済を本格的な経済
回復、そして新たな経済成長の軌道に乗せていく。

令和6年度予算において、本方針、骨太方針2022及び
骨太方針2021に基づき、経済・財政一体改革を着実に
推進する。ただし、重要な政策の選択肢をせばめることが
あってはならない。

構造的賃上げの実現、官民連携による投資の拡大、少子
化対策・こども政策の抜本強化を含めた新しい資本主義
の加速や防衛力の抜本的強化を始めとした我が国を取
り巻く環境変化への対応など、重要政策課題に必要な予
算措置を講ずること等により、メリハリの効いた予算編成
とする。

新たな拡充を要する政策課題を含め、PDCAやEBPMの
取組を推進し、効果的・効率的な支出（ワイズスペンディ
ング）を徹底する。単年度主義の弊害是正に取り組み、事
業の性質に応じた基金の活用・事業効果の見える化、経
済・財政一体改革における重点課題への対応など中長
期の視点に立った持続可能な経済財政運営や社会保障
制度の構築等を進める。

①

②

③

④
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う
に
努
め
な
が
ら
、
ま
た
諸
先
輩
方
の
ご
指

導
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
都
病
協
に
お
役
に
立

て
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
２
０
２
３
年
度
東
京
都
病
院

協
会
の
理
事
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
社
会
医
療
法
人
社
団
光
仁
会 

第
一
病

院
の
野
村
誠
と
申
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
院
は
、
常
磐
線
の
金
町
駅
か
ら
徒
歩
約

８
分
の
場
所
（
葛
飾
区
東
金
町
）
に
位
置
し
、

一
般
病
床
89
床
、地
域
包
括
ケ
ア
病
床
12
床
、

療
養
病
床
35
床
、
合
計
１
３
６
床
の
ケ
ア
ミ

ッ
ク
ス
型
病
院
で
す
。
１
９
４
７
年
に
現
理

事
長
・
野
村
明
子
の
父
で
あ
り
、
私
の
祖
父

で
あ
る
野
村
益
朗
が
第
一
医
院
を
開
設
し
、

そ
の
後
62
年
に
は
そ
の
隣
の
地
に
第
一
病
院

を
開
設
し
ま
し
た
。
81
年
に
は
医
療
法
人
化

し
、
２
０
１
４
年
に
は
母
の
野
村
明
子
が
社

会
医
療
法
人
へ
と
移
行
し
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
愛

着
の
あ
る
第
一
病
院
も
、
遂
に
昨
年
還
暦
を

迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
地
域
の
住
人
の
皆

様
と
一
緒
に
年
を
重
ね
、
当
初
は
急
性
期
+

産
科
医
療
ま
で
を
担
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

時
代
の
変
革
と
と
も
に
現
在
は
老
年
期
医
療

が
ほ
ぼ
メ
イ
ン
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今

後
も
社
会
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
地
域
医
療

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
病
院
で
あ
り
続
け
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（Volatility

：
変

動
性
、Uncertainty

：
不
確
実
性
、

Com
plexity

：
複
雑
性
、Am

biguity

：

曖
昧
性
）と
言
わ
れ
る
こ
の
時
代
に
お
い
て
、

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
少
子
化
お
よ

び
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
10

年
後
、
20
年
後
に
は
こ
の
東
京
に
お
い
て
も

地
域
に
よ
っ
て
は
大
き
く
状
況
が
変
わ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
危
機
管
理
も
意
識
し
つ
つ
、

地
域
住
民
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
地
域
と

連
携
し
継
続
的
に
提
供
し
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

都
病
協
で
は
急
性
期
医
療
委
員
会
、
回
復

期
医
療
委
員
会
、
医
療
保
険
・
経
営
管
理
委

員
会
、
渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会
に

所
属
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
こ
れ
ま
で
臨
床
し
か
経
験
し
て
お

ら
ず
全
て
が
初
め
て
の
こ
と
で
す
が
、
先
生

方
の
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に
、
地
域
医

療
の
た
め
に
精
一
杯
研
さ
ん
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。

　

若
輩
者
で
す
が
、
ど
う
か
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

藤原　伸裕

監
事
就
任
に
あ
た
っ
て

新
任
の
ご
挨
拶藤

原
公
認
会
計
士
事
務
所
　
公
認
会
計
士
・
税
理
士

藤
原　
伸
裕

骨
太
の
方
針
２
０
２
３

〜
医
療
・
介
護
分
野
の
視
点
か
ら
〜

ト
ピ
ッ
ク
ス

令
和
６
年
度
東
京
都
予
算
に

対
す
る
要
望
事
項

報告

ン
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

都
病
協
に
お
き
ま
し
て
は
急
性
期
医
療
委

員
会
の
委
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。大
変
力
不
足
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
少
し
で
も
活
か
せ
る
よ

数
件
の
医
療
機
関
の
会
計
監
査
に
従
事
し
て

お
り
ま
す
。
会
計
監
査
と
い
う
業
務
の
性
質

上
、
医
療
機
関
の
経
理
部
の
方
と
会
計
処
理

に
つ
い
て
お
話
し
す
る
時
間
が
圧
倒
的
に
多

い
の
で
す
が
、
あ
る
医
療
機
関
で
は
理
事
長

と
お
話
し
す
る
機
会
を
い
だ
だ
く
こ
と
が
あ

り
、
医
療
機
関
の
経
営
者
の
方
の
生
の
声
を

聞
く
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
税
理
士
と
し
て
は
税
理
士
で
構
成

さ
れ
て
い
る
組
織
で
あ
る
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
に

所
属
し
て
お
り
、Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
内
に
あ
る

医
業
・
会
計
シ
ス
テ
ム
研
究
会
に
所
属
し
て

お
り
ま
す
。
医
業
・
会
計
シ
ス
テ
ム
研
究
会

で
は
税
理
士
向
け
に
医
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
研
修
を
行
っ
て
お
り
、
研
修
受
講
に
よ

り
医
療
業
界
の
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、月
１
回
、同
研
究
会
か
ら
会
報
「
Ｔ

Ｋ
Ｃ
医
業
経
営
情
報
」が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

医
療
業
界
の
ト
ピ
ッ
ク
、
医
療
業
界
に
関
連

す
る
会
計
、
法
務
な
ど
に
関
す
る
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
会
報
か
ら
も
医
療

業
界
の
知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
。

　

前
任
の
戎
井
会
計
士
か
ら
監
事
の
話
を
い

　

こ
の
た
び
、
東
京
都
病
院
協
会
の
監
事
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
藤
原
伸
裕
と

申
し
ま
す
。東
京
都
三
鷹
市
で
公
認
会
計
士
・

税
理
士
と
し
て
会
計
事
務
所
を
開
業
し
て
お

り
ま
す
。
都
病
協
は
医
師
の
先
生
方
で
構
成

さ
れ
て
い
る
組
織
で
あ
り
、
私
１
人
の
経
歴

が
異
な
る
た
め
、
理
事
会
に
出
席
す
る
際
は

少
し
場
違
い
な
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
公
認
会
計
士
・
税
理
士
と
し
て

は
医
療
業
界
と
以
下
の
よ
う
な
接
点
を
持
っ

て
い
ま
す
の
で
、
公
認
会
計
士
・
税
理
士
の

中
で
は
先
生
方
に
少
し
近
い
存
在
に
あ
る
と

も
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
公
認
会
計
士
と
し
て
は
前
任
の
監

事
で
あ
る
戎
井
重
樹
会
計
士
の
も
と
、
年
に

　

今
年
６
月
16
日
に
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
３（
骨
太
の
方

針
２
０
２
３
）」が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。今
回
の
方
針
で
は
、現
在
、中
央
社
会
保
険
医

療
協
議
会
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
報
酬
の
同
時
改
定
に
関
す
る
言
及
を
は
じ
め
、医
療
・
介
護
分
野
に
お
け
る
政

策
の
方
向
性
も
示
さ
れ
て
い
る
。23
年
も
後
半
に
差
し
か
か
っ
た
今
、そ
の
内
容
を
改

め
て
振
り
返
る
。

　

こ
の
た
び
東
京
都
病
院
協
会
理
事
に
ご
選

任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
公
益
社
団
法
人
地

域
医
療
振
興
協
会 

練
馬
光
が
丘
病
院
管
理

者
の
、
光
定
誠
と
申
し
ま
す
。
当
院
は
２
０

１
２
年
の
4
月
に
日
本
大
学
医
学
部
付
属
光

が
丘
病
院
か
ら
地
域
医
療
振
興
協
会
に
３
４

２
床
の
急
性
期
病
院
と
し
て
運
営
移
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
び
近
隣
の
中
学
校
跡
地
を

練
馬
区
か
ら
お
借
り
し
て
の
新
病
院
が
完
成

し
ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
第
７
波
と
第
８
波
の
谷
間
の
昨

年
10
月
に
、
移
転
い
た
し
ま
し
た
。

　

病
院
移
転
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
初
め
て

の
経
験
で
し
て
、
21
年
に
移
転
さ
れ
た
日
本

医
科
大
学
武
蔵
小
杉
病
院
の
谷
合
信
彦
先
生

を
お
尋
ね
し
て
、
詳
細
な
ご
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
２
度
の
予
行
演
習
を
災
害

拠
点
病
院
の
病
院
避
難
訓
練
も
兼
ね
て
行
な

い
、
そ
の
後
エ
ク
モ
や
呼
吸
器
付
き
も
含
む

93
人
の
患
者
さ
ん
を
無
事
移
転
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

練
馬
区
は
人
口
約
73
万
人
で
ま
だ
少
し
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
人
口
当
た
り
の
病

床
数
が
23
区
内
で
最
少
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
て
４
５
７
床
に
増
床
、
う
ち
４
０
５
床

が
急
性
期
、
52
床
が
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
で
す
。
ま
た
新
病
院
移
転
に
あ

わ
せ
て
血
液
内
科
・
脊
椎
外
科
・
形
成
外
科
・

歯
科
口
腔
外
科
・
放
射
線
治
療
部
門
な
ど
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

練
馬
区
と
の
協
定
で
は
重
点
医
療
と
し
て

救
急
医
療
・
周
産
期
医
療
・
小
児
医
療
・
災

害
時
医
療
を
か
か
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

区
民
の
高
齢
化
の
進
行
や
疾
病
状
況
の
変
化

に
応
じ
て
、
新
病
院
で
は
循
環
器
医
療
と
が

ん
診
療
に
も
注
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
2
次
救
急
指
定
で
す
が
、
東
京
都
Ｃ

Ｃ
Ｕ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
病
院
・
大
動
脈
ス

ー
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
幹
病
院
と
し
て
循

環
器
科
・
心
臓
血
管
外
科
は
3
次
対
応
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
区
内
に
2
か
所
の
東
京
都
災
害
拠
点

病
院
の
１
つ
と
し
て
新
病
院
で
は
イ
ン
フ
ラ

や
建
物
の
災
害
対
策
も
充
実
し
、
ま
た
新
興

感
染
症
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
と
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
医
療

連
携
機
能
や
地
域
医
療
支
援
を
強
化
す
る
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
も
と
よ
り
地
域
医

療
振
興
協
会
の
病
院
と
し
て
全
国
の
医
師
不

足
地
域
な
ど
の
支
援
や
将
来
へ
き
地
等
で
働

け
る
総
合
医
の
育
成
、
と
い
っ
た
ミ
ッ
シ
ョ

　
次
期
診
療
報
酬
改
定
は

物
価
高
騰
の
影
響
も
踏
ま
え
て

　

ま
ず
、
今
回
の
方
針
で
は
、
来
年
に
予
定

し
て
い
る
次
期
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
・
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
同
時
改
定
に
つ
い

て
、
昨
今
の
物
価
高
騰
・
賃
金
上
昇
の
ほ
か
、

経
営
状
況
、
人
材
確
保
の
必
要
性
、
患
者
・

利
用
者
負
担
・
保
険
料
負
担
へ
の
影
響
な
ど

を
踏
ま
え
、
患
者
・
利
用
者
が
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
必
要
な
対
応

を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
そ
の
際
は
方
針
内
の
「
令
和
６
年

度
予
算
編
成
に
向
け
た
考
え
方
」
を
踏
ま
え

つ
つ
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築

に
向
け
て
、
当
面
直
面
す
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
の
医

療
・
介
護
・
障
害
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
等
の
課

題
と
と
も
に
、
以
上
に
掲
げ
た
医
療
・
介
護

分
野
の
課
題
に
つ
い
て
効
果
的
・
効
率
的
に

対
応
す
る
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
と
述
べ
て

い
る
。「
令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た

考
え
方
」
の
詳
細
は
、
表
の
と
お
り
だ
。

　

②
に
あ
る
よ
う
に
、
社
会
保
障
関
係
費
に

つ
い
て
は
基
盤
強
化
期
間
に
お
け
る
方
針
、

経
済
・
物
価
動
向
等
を
踏
ま
え
、
昨
年
お
よ

び
一
昨
年
の
骨
太
の
方
針
で
示
さ
れ
て
い
る

方
針
を
継
続
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
は
、
都
道
府
県
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

地
域
差
が
あ
る
医
療
へ
の
対
応
な
ど
の
医
療

費
適
正
化
に
取
り
組
み
、
引
き
続
き
都
道
府

県
の
責
務
の
明
確
化
等
に
関
し
て
、
必
要
な

法
制
上
の
措
置
を
含
め
て
、
地
域
医
療
構
想

を
推
進
す
る
よ
う
に
強
調
。
そ
の
う
え
で
、

次
の
よ
う
な
施
策
を
と
も
に
進
め
る
と
し
て

い
る
。

▽
都
道
府
県
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、▽
か
か

り
つ
け
医
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
制
度
整
備
の

実
効
性
を
伴
う
着
実
な
推
進
、▽
地
域
医
療

連
携
推
進
法
人
制
度
の
有
効
活
用
、▽
地
域

で
安
全
に
分
娩
で
き
る
周
産
期
医
療
の
確

保
、▽
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
推
進
、▽
救
急
医
療

体
制
の
確
保
、▽
訪
問
看
護
の
推
進
、▽
医
療

法
人
等
の
経
営
情
報
に
関
す
る
全
国
的
な
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
図
る

　

さ
ら
に
、
医
師
の
働
き
方
改
革
の
観
点
か

ら
は
、「
医
師
が
不
足
す
る
地
域
へ
の
大
学

病
院
か
ら
の
医
師
の
派
遣
の
継
続
を
推
進
す

る
」
と
い
う
旨
も
明
記
し
て
お
り
、
国
と
し

て
も
、
大
学
病
院
か
ら
の
医
師
の
引
き
上
げ

に
よ
る
地
域
医
療
へ
の
影
響
を
鑑
み
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。

　
医
療
Ｄ
Ｘ
は
工
程
表
に
基
づ
き

政
府
を
挙
げ
て
確
実
に
実
現

　

医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
は
、
昨
年
９
月
に
政

府
が
発
足
さ
せ
た
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
」

が
策
定
し
た
２
０
３
０
年
に
向
け
た
工
程
表

に
基
づ
い
て
、
必
要
な
支
援
を
行
い
つ
つ
政

府
を
挙
げ
て
確
実
に
実
現
す
る
と
強
調
。

　

工
程
表
で
示
さ
れ
て
い
る
主
な
医
療
Ｄ
Ｘ

施
策
と
し
て
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
の
一
体
化
の
加
速
等
」「
全

国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
」

「
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化
等
」「
診
療
報

酬
改
定
Ｄ
Ｘ
」「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
実
施
主
体
」│

│
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
で
は
、「
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
」
の
実
施

に
合
わ
せ
て
、
診
療
報
酬
改
定
の
施
行
時
期

を
次
回
改
定
か
ら
従
来
の
４
月
か
ら
６
月
へ

後
ろ
倒
し
に
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い

る
（
薬
価
改
定
に
つ
い
て
は
従
前
と
同
様
の

時
期
で
の
施
行
予
定
）。

　

ま
た
、
先
述
し
た
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
体
制
に
関
す
る
施
策
で
は
、「
医
療

法
人
等
の
経
営
情
報
に
関
す
る
全
国
的
な
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」
も
挙
が
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
骨
太
の
方
針
21
に
お
い
て
「
医

療
法
人
の
事
業
報
告
書
等
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

で
届
出
・
公
表
す
る
全
国
的
な
電
子
開
示
シ

ス
テ
ム
」
の
構
築
が
初
め
て
表
明
さ
れ
、
次

い
で
骨
太
の
方
針
22
で
も
、「
医
療
法
人
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
経
営
状
況
に
関
す

る
全
国
的
な
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
等
」
の
整

備
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
今
回
の
「
医
療

法
人
等
の
経
営
情
報
に
関
す
る
全
国
的
な
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」
も
、
そ
の
流
れ
で
盛

り
込
ま
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
年
８
月
１
日
か
ら

は
医
療
法
人
に
関
す
る
情
報
の
調
査
及
び
分

析
等
を
行
う
、新
た
な
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。

　

７
月
31
日
付
の
事
務
連
絡
に
よ
る
と
、
同

制
度
は
超
高
齢
社
会
や
医
療
費
増
加
、
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
、
医
療
資
源
の
地
域
格
差

な
ど
の
課
題
解
決
、
新
興
感
染
症
等
の
有
事

に
必
要
な
医
療
体
制
の
確
保
の
た
め
、
医
療

機
関
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
と
実
態
を
表
す

情
報
の
収
集
・
分
析
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
原
則
と
し
て
、
全
医
療
法
人
が
毎

会
計
年
度
終
了
後
に
、
当
該
医
療
法
人
が
開

設
す
る
病
院
ま
た
は
診
療
所
ご
と
の
収
益
お

よ
び
費
用
等
の
情
報（
以
下
、経
営
情
報
）を
、

そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県

知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
医
療
法
人
が
当
該
報
告
を
行
う

会
計
年
度
の
法
人
税
申
告
に
お
い
て
、
い
わ

ゆ
る
四
段
階
税
制
を
適
用
し
て
い
る
場
合

は
、
対
象
外
と
な
る
と
い
う
。

　
少
子
化
・
こ
ど
も
政
策
の
抜
本
強
化

加
速
化
プ
ラ
ン
の
推
進

　

さ
ら
に
、
第
２
章
の
３
「
少
子
化
対
策
・

こ
ど
も
政
策
の
抜
本
強
化
」
で
は
、
30
年
代

が
日
本
に
お
け
る
急
激
な
少
子
化
の
状
況
を

反
転
さ
せ
ら
れ
る
重
要
な
分
水
嶺
と
な
る
と

指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
に

政
府
と
し
て
全
力
で
取
り
組
む
と
し
て
い

る
。
そ
の
主
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
同
方
針

と
同
時
期
に
公
表
さ
れ
た
「
こ
ど
も
未
来
戦

略
方
針
」
な
ど
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援

加
速
化
プ
ラ
ン
」
の
推
進
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
後
３
年
間
の
集
中
取

組
機
関
に
で
き
る
だ
け
前
倒
し
で
実
施
す
る

と
定
め
た
具
体
的
政
策
だ
。
主
に
、「
若
い

世
代
の
所
得
を
増
や
す
」「
社
会
全
体
の
構

造
や
意
識
を
変
え
る
」「
全
て
の
こ
ど
も
・

子
育
て
世
帯
を
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て

切
れ
目
な
く
支
援
す
る
」
と
い
う
３
つ
の
理

念
の
も
と
、
児
童
手
当
の
拡
充
や
育
休
取
得

率
目
標
の
大
幅
な
引
き
上
げ
、
そ
れ
に
伴
う

助
成
措
置
の
拡
充
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
の
創
設
な
ど
の
政
策
を
示
し
て
い
る
。

　

な
お
、
少
子
化
・
こ
ど
も
政
策
の
追
加
財

源
に
は
年
間
約
３
・
５
兆
円
が
必
要
と
の
言

及
が
あ
っ
た
。
国
民
に
実
質
的
な
追
加
負
担

を
求
め
る
こ
と
な
く
、
当
初
は
社
会
保
障
費

等
の
歳
出
改
革
に
よ
っ
て
捻
出
す
る
と
い
っ

た
方
向
性
も
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
最
終
的

に
同
方
針
に
お
い
て
は
明
確
な
捻
出
元
や
額

の
明
記
は
さ
れ
ず
、
こ
れ
も
現
在
政
府
で
の

議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

表　令和6年度予算編成に向けた考え方
　　(「骨太の方針2023」第5章の2より)

　

東
京
都
医
師
会
を
通
じ
提
出
し
た
来
年

度
の
東
京
都
予
算
に
対
す
る
要
望
事
項
に

つ
い
て
、
２
０
２
３
年
８
月
31
日
に
東
京

都
議
へ
の
説
明
が
行
わ
れ
、
当
協
会
よ
り

猪
口
正
孝
会
長
、
安
藤
高
夫
副
会
長
、

大
田
健
副
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
猪
口

会
長
か
ら
は
、
特
に
以
下
３
点
を
強
く
要

望
し
ま
し
た
。

１　
光
熱
費
等
へ
の
都
独
自
の
補
助
金
創
設

　

昨
年
度
に
当
協
会
が
「
東
京
都
医
師
会

調
査
研
究
委
託
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た

調
査
（
会
報
第
３
１
６
号
に
て
既
報
）
で

は
、
都
内
病
院
で
合
計
約
３
２
７
億
円
の

負
担
増
と
の
試
算
が
出
て
い
る
。

　

国
の
補
助
金
は
経
済
産
業
省
・
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
の
「
電
気
・
ガ
ス
価
格
激
変

緩
和
対
策
事
業
」
が
23
年
９
月
使
用
分

ま
で
の
補
助
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の

補
助
金
見
込
み
が
な
い
。

　

都
内
病
院
へ
都
独
自
の
補
助
金
で
の
補

填
が
必
要
と
考
え
る
。

２　
東
京
都
入
院
基
本
料
の
創
設

　

都
内
病
院
の
経
営
安
定
化
を
図
る
べ

く
、
東
京
都
独
自
の
取
組
と
し
て
「
東
京

都
入
院
基
本
料
」
の
創
設
を
要
望
す
る
。

　

現
在
、
診
療
報
酬
は
全
国
一
律
で
あ
り
、

経
営
環
境
が
最
も
厳
し
い
都
内
病
院
の
経

営
改
善
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
都
独
自
の
取
組
が
必
要
と
考

え
る
。

３　
医
療
Ｄ
Ｘ
促
進
の
た
め
の
補
助
金

　

東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
を
連
携
し
て
い
く

こ
と
で
、
東
京
都
独
自
の
医
療
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
進
む
。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
化
促
進
の
た
め
に
、
更
な
る

補
助
金
で
の
支
援
を
要
望
す
る
。

た
だ
い
た
時
、
果
た
し
て
自
分
に
監
事
が
務

ま
る
か
疑
問
で
し
た
。
戎
井
会
計
士
は
長
年

に
わ
た
り
監
事
に
就
任
し
て
い
た
た
め
、
医

療
業
界
に
関
す
る
知
識
、
経
験
が
豊
富
で
す

が
、
私
は
と
い
う
と
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と

い
う
状
況
で
、
医
療
業
界
の
知
識
、
経
験
に

は
雲
泥
の
差
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
都
病
協
の
監
事
就
任
と
い
う
通

常
で
は
あ
ま
り
経
験
の
で
き
な
い
機
会
を
い

た
だ
い
た
の
で
、
お
引
き
受
け
し
よ
う
と
い

う
考
え
に
変
わ
り
ま
し
た
。
今
後
は
戎
井
会

計
士
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
、
理
事
の
先
生
方

に
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
な
が
ら
知

識
、
経
験
を
積
ん
で
一
日
も
早
く
都
病
協
の

監
事
と
し
て
貢
献
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
公
認
会
計
士
・
税
理
士

と
し
て
会
計
や
税
務
な
ど
を
通
じ
て
医
療
機

関
の
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
先
生
方
の
医
療
機
関
で
お

困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
声
が
け
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

2023年度東京都病院協会
幹部職員セミナー＜経営塾＞

10月27日(金)より開講(全6回)
18時00分～20時50分

セミナーの詳細は
こちらのQRコードから

東京都病院協会WEBサイト

前述の情勢認識を踏まえ、持続可能な成長の実現に向
けた経済構造の強化を進め、日本経済を本格的な経済
回復、そして新たな経済成長の軌道に乗せていく。

令和6年度予算において、本方針、骨太方針2022及び
骨太方針2021に基づき、経済・財政一体改革を着実に
推進する。ただし、重要な政策の選択肢をせばめることが
あってはならない。

構造的賃上げの実現、官民連携による投資の拡大、少子
化対策・こども政策の抜本強化を含めた新しい資本主義
の加速や防衛力の抜本的強化を始めとした我が国を取
り巻く環境変化への対応など、重要政策課題に必要な予
算措置を講ずること等により、メリハリの効いた予算編成
とする。

新たな拡充を要する政策課題を含め、PDCAやEBPMの
取組を推進し、効果的・効率的な支出（ワイズスペンディ
ング）を徹底する。単年度主義の弊害是正に取り組み、事
業の性質に応じた基金の活用・事業効果の見える化、経
済・財政一体改革における重点課題への対応など中長
期の視点に立った持続可能な経済財政運営や社会保障
制度の構築等を進める。

①

②

③

④
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う
に
努
め
な
が
ら
、
ま
た
諸
先
輩
方
の
ご
指

導
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
都
病
協
に
お
役
に
立

て
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

──はじめに、委員会の活動内容についてお願
いします。
進藤　超高齢社会に突入するなかでは、慢性期
医療の領域がより重要になると言われる一方
で、現在の日本の医療制度は基本的に急性期医
療を中心に設計されているため、制度全体を俯
瞰すると、今後、増加する高齢者にとって本当
に必要な慢性期医療の体制を考えていくうえで
は、まだまだ課題が山積していると言えます。
　そうした超高齢社会における慢性期医療のあ
り方を検討することが、慢性期医療委員会の活
動の一つと言えます。
──検討のなかで抽出された問題点について、
協会外への発信・要望提出などにも取り組まれ
ているのでしょうか。
進藤　たとえば、直近では昨年の６月に猪口正
孝会長や安藤高夫副会長、自見はなこ参議院議
員とともに厚生労働省へ訪問し、「医療機関に
勤務する看護補助者（介護職）の『処遇改善』
に関する要望書」を、厚生労働大臣へ提出させ
ていただきました。

   定期コラム

委員会・部会活動報告
第2回：慢性期医療委員会

　介護施設で働く介護職と、病院で働く看護補
助者（介護職）は、ほぼ同じ業務内容にもかか
わらず、前者には介護報酬の「処遇改善加算」
が適用されるため賃金差が生じること、また、
法人内に両方を併設する場合、職員間の賃金差
是正のための看護補助者への手当が病院の ‶持
ち出し" になっている実態を受け、診療報酬上
でも同等の処遇改善の対応を求めたものです。
　また、コロナ禍での患者急増により、慢性期
病院においてもポストコロナ患者の受け入れ等
の負担が増大した際には、「慢性期回復期病院
や介護医療院等の介護施設において行う新型コ
ロナウイルス感染症対策及び後方支援への補助
について」などの要望も提出させていただきま
した。
──最近の委員会では、どのような課題が俎上
に挙げられていますか。
進藤　これは、慢性期病院だけのはなしではあ
りませんが、やはり水道光熱費の高騰の問題で
すね。特に、電気代は非常に響いてきます。幸い、
私が経営する大久野病院では、以前から電気代

対策を講じていたので急激な上昇はしていませ
んが、これが対策なしであったら倍近くまで跳
ね上がっていた可能性は大いにあります。
　現在、2024年度診療報酬改定の議論が中央
社会保険医療協議会で行われていますが、ぜひ
こうした部分の支援についてもご検討いただき
たいところです。
──最後に、今後の抱負をお願いします。
進藤　高齢者を支える医療制度のあり方を考え
ることが、当委員会の目的の一つでありますが、
私たちもあと10～ 20年もすれば、その制度の
お世話になる側となっています。そうなった際
に、使いやすい良い医療制度になっているほう
が、もちろん良いでしょう。慢性期医療におけ
る課題解決は、今の高齢者を支えるだけではな
く、いずれ高齢者になっていく自分たちを将来
支えてもらううえでも重要であることを、会員
の皆様にもご理解いただければと思います。
──ありがとうございました。

第18回東京都病院学会

開催ま
で あと154日!

■主　題：自己犠牲に頼らないチームと
　　　　システムで築く献身的医療
　　　　   ―働き方改革を見据えて―
■学会長：宮崎国久（東京北医療センター 管理者）
■日　時：2024年２月25日（日）午前９時～午後５時
　　　　　   （午前8時30分会場）
■会　場：アルカディア市ヶ谷（JR市ヶ谷駅徒歩２分）

　

こ
の
た
び
、
２
０
２
３
年
度
東
京
都
病
院

協
会
の
理
事
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
社
会
医
療
法
人
社
団
光
仁
会 

第
一
病

院
の
野
村
誠
と
申
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
院
は
、
常
磐
線
の
金
町
駅
か
ら
徒
歩
約

８
分
の
場
所
（
葛
飾
区
東
金
町
）
に
位
置
し
、

一
般
病
床
89
床
、地
域
包
括
ケ
ア
病
床
12
床
、

療
養
病
床
35
床
、
合
計
１
３
６
床
の
ケ
ア
ミ

ッ
ク
ス
型
病
院
で
す
。
１
９
４
７
年
に
現
理

事
長
・
野
村
明
子
の
父
で
あ
り
、
私
の
祖
父

で
あ
る
野
村
益
朗
が
第
一
医
院
を
開
設
し
、

そ
の
後
62
年
に
は
そ
の
隣
の
地
に
第
一
病
院

を
開
設
し
ま
し
た
。
81
年
に
は
医
療
法
人
化

し
、
２
０
１
４
年
に
は
母
の
野
村
明
子
が
社

会
医
療
法
人
へ
と
移
行
し
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
愛

着
の
あ
る
第
一
病
院
も
、
遂
に
昨
年
還
暦
を

迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
地
域
の
住
人
の
皆

様
と
一
緒
に
年
を
重
ね
、
当
初
は
急
性
期
+

産
科
医
療
ま
で
を
担
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

時
代
の
変
革
と
と
も
に
現
在
は
老
年
期
医
療

が
ほ
ぼ
メ
イ
ン
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今

後
も
社
会
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
地
域
医
療

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
病
院
で
あ
り
続
け
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（Volatility

：
変

動
性
、Uncertainty

：
不
確
実
性
、

Com
plexity

：
複
雑
性
、Am

biguity

：

曖
昧
性
）と
言
わ
れ
る
こ
の
時
代
に
お
い
て
、

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
少
子
化
お
よ

び
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
10

年
後
、
20
年
後
に
は
こ
の
東
京
に
お
い
て
も

地
域
に
よ
っ
て
は
大
き
く
状
況
が
変
わ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
危
機
管
理
も
意
識
し
つ
つ
、

地
域
住
民
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
地
域
と

連
携
し
継
続
的
に
提
供
し
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

都
病
協
で
は
急
性
期
医
療
委
員
会
、
回
復

期
医
療
委
員
会
、
医
療
保
険
・
経
営
管
理
委

員
会
、
渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会
に

所
属
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
こ
れ
ま
で
臨
床
し
か
経
験
し
て
お

ら
ず
全
て
が
初
め
て
の
こ
と
で
す
が
、
先
生

方
の
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に
、
地
域
医

療
の
た
め
に
精
一
杯
研
さ
ん
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。

　

若
輩
者
で
す
が
、
ど
う
か
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

光定　誠

野村　誠

進藤　晃
委員長

理
事
就
任
に
あ
た
っ
て

新
任
の
ご
挨
拶

公
益
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会 

練
馬
光
が
丘
病
院
　
管
理
者

光
定　
誠

理
事
就
任
に
あ
た
っ
て

新
任
の
ご
挨
拶社

会
医
療
法
人
社
団
光
仁
会 

第
一
病
院
　
副
理
事
長

野
村　
誠

ン
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

都
病
協
に
お
き
ま
し
て
は
急
性
期
医
療
委

員
会
の
委
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。大
変
力
不
足
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
少
し
で
も
活
か
せ
る
よ

　

こ
の
た
び
東
京
都
病
院
協
会
理
事
に
ご
選

任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
公
益
社
団
法
人
地

域
医
療
振
興
協
会 

練
馬
光
が
丘
病
院
管
理

者
の
、
光
定
誠
と
申
し
ま
す
。
当
院
は
２
０

１
２
年
の
4
月
に
日
本
大
学
医
学
部
付
属
光

が
丘
病
院
か
ら
地
域
医
療
振
興
協
会
に
３
４

２
床
の
急
性
期
病
院
と
し
て
運
営
移
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
び
近
隣
の
中
学
校
跡
地
を

練
馬
区
か
ら
お
借
り
し
て
の
新
病
院
が
完
成

し
ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
第
７
波
と
第
８
波
の
谷
間
の
昨

年
10
月
に
、
移
転
い
た
し
ま
し
た
。

　

病
院
移
転
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
初
め
て

の
経
験
で
し
て
、
21
年
に
移
転
さ
れ
た
日
本

医
科
大
学
武
蔵
小
杉
病
院
の
谷
合
信
彦
先
生

を
お
尋
ね
し
て
、
詳
細
な
ご
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
２
度
の
予
行
演
習
を
災
害

拠
点
病
院
の
病
院
避
難
訓
練
も
兼
ね
て
行
な

い
、
そ
の
後
エ
ク
モ
や
呼
吸
器
付
き
も
含
む

93
人
の
患
者
さ
ん
を
無
事
移
転
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

練
馬
区
は
人
口
約
73
万
人
で
ま
だ
少
し
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
人
口
当
た
り
の
病

床
数
が
23
区
内
で
最
少
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
て
４
５
７
床
に
増
床
、
う
ち
４
０
５
床

が
急
性
期
、
52
床
が
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
で
す
。
ま
た
新
病
院
移
転
に
あ

わ
せ
て
血
液
内
科
・
脊
椎
外
科
・
形
成
外
科
・

歯
科
口
腔
外
科
・
放
射
線
治
療
部
門
な
ど
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

練
馬
区
と
の
協
定
で
は
重
点
医
療
と
し
て

救
急
医
療
・
周
産
期
医
療
・
小
児
医
療
・
災

害
時
医
療
を
か
か
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

区
民
の
高
齢
化
の
進
行
や
疾
病
状
況
の
変
化

に
応
じ
て
、
新
病
院
で
は
循
環
器
医
療
と
が

ん
診
療
に
も
注
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
2
次
救
急
指
定
で
す
が
、
東
京
都
Ｃ

Ｃ
Ｕ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
病
院
・
大
動
脈
ス

ー
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
幹
病
院
と
し
て
循

環
器
科
・
心
臓
血
管
外
科
は
3
次
対
応
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
区
内
に
2
か
所
の
東
京
都
災
害
拠
点

病
院
の
１
つ
と
し
て
新
病
院
で
は
イ
ン
フ
ラ

や
建
物
の
災
害
対
策
も
充
実
し
、
ま
た
新
興

感
染
症
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
と
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
医
療

連
携
機
能
や
地
域
医
療
支
援
を
強
化
す
る
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
も
と
よ
り
地
域
医

療
振
興
協
会
の
病
院
と
し
て
全
国
の
医
師
不

足
地
域
な
ど
の
支
援
や
将
来
へ
き
地
等
で
働

け
る
総
合
医
の
育
成
、
と
い
っ
た
ミ
ッ
シ
ョ

　
次
期
診
療
報
酬
改
定
は

物
価
高
騰
の
影
響
も
踏
ま
え
て

　

ま
ず
、
今
回
の
方
針
で
は
、
来
年
に
予
定

し
て
い
る
次
期
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
・
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
同
時
改
定
に
つ
い

て
、
昨
今
の
物
価
高
騰
・
賃
金
上
昇
の
ほ
か
、

経
営
状
況
、
人
材
確
保
の
必
要
性
、
患
者
・

利
用
者
負
担
・
保
険
料
負
担
へ
の
影
響
な
ど

を
踏
ま
え
、
患
者
・
利
用
者
が
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
必
要
な
対
応

を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
そ
の
際
は
方
針
内
の
「
令
和
６
年

度
予
算
編
成
に
向
け
た
考
え
方
」
を
踏
ま
え

つ
つ
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築

に
向
け
て
、
当
面
直
面
す
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
の
医

療
・
介
護
・
障
害
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
等
の
課

題
と
と
も
に
、
以
上
に
掲
げ
た
医
療
・
介
護

分
野
の
課
題
に
つ
い
て
効
果
的
・
効
率
的
に

対
応
す
る
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
と
述
べ
て

い
る
。「
令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た

考
え
方
」
の
詳
細
は
、
表
の
と
お
り
だ
。

　

②
に
あ
る
よ
う
に
、
社
会
保
障
関
係
費
に

つ
い
て
は
基
盤
強
化
期
間
に
お
け
る
方
針
、

経
済
・
物
価
動
向
等
を
踏
ま
え
、
昨
年
お
よ

び
一
昨
年
の
骨
太
の
方
針
で
示
さ
れ
て
い
る

方
針
を
継
続
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
は
、
都
道
府
県
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

地
域
差
が
あ
る
医
療
へ
の
対
応
な
ど
の
医
療

費
適
正
化
に
取
り
組
み
、
引
き
続
き
都
道
府

県
の
責
務
の
明
確
化
等
に
関
し
て
、
必
要
な

法
制
上
の
措
置
を
含
め
て
、
地
域
医
療
構
想

を
推
進
す
る
よ
う
に
強
調
。
そ
の
う
え
で
、

次
の
よ
う
な
施
策
を
と
も
に
進
め
る
と
し
て

い
る
。

▽
都
道
府
県
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、▽
か
か

り
つ
け
医
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
制
度
整
備
の

実
効
性
を
伴
う
着
実
な
推
進
、▽
地
域
医
療

連
携
推
進
法
人
制
度
の
有
効
活
用
、▽
地
域

で
安
全
に
分
娩
で
き
る
周
産
期
医
療
の
確

保
、▽
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
推
進
、▽
救
急
医
療

体
制
の
確
保
、▽
訪
問
看
護
の
推
進
、▽
医
療

法
人
等
の
経
営
情
報
に
関
す
る
全
国
的
な
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
図
る

　

さ
ら
に
、
医
師
の
働
き
方
改
革
の
観
点
か

ら
は
、「
医
師
が
不
足
す
る
地
域
へ
の
大
学

病
院
か
ら
の
医
師
の
派
遣
の
継
続
を
推
進
す

る
」
と
い
う
旨
も
明
記
し
て
お
り
、
国
と
し

て
も
、
大
学
病
院
か
ら
の
医
師
の
引
き
上
げ

に
よ
る
地
域
医
療
へ
の
影
響
を
鑑
み
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。

　
医
療
Ｄ
Ｘ
は
工
程
表
に
基
づ
き

政
府
を
挙
げ
て
確
実
に
実
現

　

医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
は
、
昨
年
９
月
に
政

府
が
発
足
さ
せ
た
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
」

が
策
定
し
た
２
０
３
０
年
に
向
け
た
工
程
表

に
基
づ
い
て
、
必
要
な
支
援
を
行
い
つ
つ
政

府
を
挙
げ
て
確
実
に
実
現
す
る
と
強
調
。

　

工
程
表
で
示
さ
れ
て
い
る
主
な
医
療
Ｄ
Ｘ

施
策
と
し
て
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
の
一
体
化
の
加
速
等
」「
全

国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
」

「
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化
等
」「
診
療
報

酬
改
定
Ｄ
Ｘ
」「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
実
施
主
体
」│

│
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
で
は
、「
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
」
の
実
施

に
合
わ
せ
て
、
診
療
報
酬
改
定
の
施
行
時
期

を
次
回
改
定
か
ら
従
来
の
４
月
か
ら
６
月
へ

後
ろ
倒
し
に
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い

る
（
薬
価
改
定
に
つ
い
て
は
従
前
と
同
様
の

時
期
で
の
施
行
予
定
）。

　

ま
た
、
先
述
し
た
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
体
制
に
関
す
る
施
策
で
は
、「
医
療

法
人
等
の
経
営
情
報
に
関
す
る
全
国
的
な
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」
も
挙
が
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
骨
太
の
方
針
21
に
お
い
て
「
医

療
法
人
の
事
業
報
告
書
等
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

で
届
出
・
公
表
す
る
全
国
的
な
電
子
開
示
シ

ス
テ
ム
」
の
構
築
が
初
め
て
表
明
さ
れ
、
次

い
で
骨
太
の
方
針
22
で
も
、「
医
療
法
人
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
経
営
状
況
に
関
す

る
全
国
的
な
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
等
」
の
整

備
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
今
回
の
「
医
療

法
人
等
の
経
営
情
報
に
関
す
る
全
国
的
な
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」
も
、
そ
の
流
れ
で
盛

り
込
ま
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
年
８
月
１
日
か
ら

は
医
療
法
人
に
関
す
る
情
報
の
調
査
及
び
分

析
等
を
行
う
、新
た
な
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。

　

７
月
31
日
付
の
事
務
連
絡
に
よ
る
と
、
同

制
度
は
超
高
齢
社
会
や
医
療
費
増
加
、
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
、
医
療
資
源
の
地
域
格
差

な
ど
の
課
題
解
決
、
新
興
感
染
症
等
の
有
事

に
必
要
な
医
療
体
制
の
確
保
の
た
め
、
医
療

機
関
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
と
実
態
を
表
す

情
報
の
収
集
・
分
析
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
原
則
と
し
て
、
全
医
療
法
人
が
毎

会
計
年
度
終
了
後
に
、
当
該
医
療
法
人
が
開

設
す
る
病
院
ま
た
は
診
療
所
ご
と
の
収
益
お

よ
び
費
用
等
の
情
報（
以
下
、経
営
情
報
）を
、

そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県

知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
医
療
法
人
が
当
該
報
告
を
行
う

会
計
年
度
の
法
人
税
申
告
に
お
い
て
、
い
わ

ゆ
る
四
段
階
税
制
を
適
用
し
て
い
る
場
合

は
、
対
象
外
と
な
る
と
い
う
。

　
少
子
化
・
こ
ど
も
政
策
の
抜
本
強
化

加
速
化
プ
ラ
ン
の
推
進

　

さ
ら
に
、
第
２
章
の
３
「
少
子
化
対
策
・

こ
ど
も
政
策
の
抜
本
強
化
」
で
は
、
30
年
代

が
日
本
に
お
け
る
急
激
な
少
子
化
の
状
況
を

反
転
さ
せ
ら
れ
る
重
要
な
分
水
嶺
と
な
る
と

指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
に

政
府
と
し
て
全
力
で
取
り
組
む
と
し
て
い

る
。
そ
の
主
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
同
方
針

と
同
時
期
に
公
表
さ
れ
た
「
こ
ど
も
未
来
戦

略
方
針
」
な
ど
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援

加
速
化
プ
ラ
ン
」
の
推
進
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
後
３
年
間
の
集
中
取

組
機
関
に
で
き
る
だ
け
前
倒
し
で
実
施
す
る

と
定
め
た
具
体
的
政
策
だ
。
主
に
、「
若
い

世
代
の
所
得
を
増
や
す
」「
社
会
全
体
の
構

造
や
意
識
を
変
え
る
」「
全
て
の
こ
ど
も
・

子
育
て
世
帯
を
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て

切
れ
目
な
く
支
援
す
る
」
と
い
う
３
つ
の
理

念
の
も
と
、
児
童
手
当
の
拡
充
や
育
休
取
得

率
目
標
の
大
幅
な
引
き
上
げ
、
そ
れ
に
伴
う

助
成
措
置
の
拡
充
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
の
創
設
な
ど
の
政
策
を
示
し
て
い
る
。

　

な
お
、
少
子
化
・
こ
ど
も
政
策
の
追
加
財

源
に
は
年
間
約
３
・
５
兆
円
が
必
要
と
の
言

及
が
あ
っ
た
。
国
民
に
実
質
的
な
追
加
負
担

を
求
め
る
こ
と
な
く
、
当
初
は
社
会
保
障
費

等
の
歳
出
改
革
に
よ
っ
て
捻
出
す
る
と
い
っ

た
方
向
性
も
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
最
終
的

に
同
方
針
に
お
い
て
は
明
確
な
捻
出
元
や
額

の
明
記
は
さ
れ
ず
、
こ
れ
も
現
在
政
府
で
の

議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

「骨太の方針2023」の
詳細はこちらから




